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                        和気 茂

今年も、夢と希望の新年度

を迎えました。一年でもっ

とも生活が大きく動き、３月の卒業にはじまり、

入学や進級、就職、転勤など、あらたに胸を膨ら

ませる時期であります。 

 

 

田中野田町内会についても、役員・理事の交代

が行われます。 

町内会では、町内を１組から９組に組分けして、

各組のお世話係を理事と呼んでいます。任期は２

年ですが、１度に全員が交代するのではなく２９

年度は奇数組の改選が行われます。その理事さん

の具体的な任務とはどんなものか、紙面をお借り

して記してみたいと思います。 

①広報紙、回覧紙 などの配布及び回覧 

②田中野田町内会総会の案内、委任状の回収 

③田中野田町内会費の徴収 

④・ゴミステーションの管理、運営  

・ごみ当番の作成 

⑤白鬚宮（氏神様）秋祭典奉賛費のお願い 

⑥転入、転出などの確認 

⑦御南学区、田中野田町内会行事にはすすんで参

加する 

⑧専門部（庶務部、広報渉外部、防犯防災部、厚

生文化部）のいずれかに所属する。 などです。 

 

理事の方々の任期在任中には、大変なご苦労を

いただいているところです。町内の皆様にはどう

か引続きご協力をよろしくお願いいたします。 

「感動した山田哲人選手のコメント」 

この３月７日、ワールド・ベースボール・クラッ

シックが東京ドームで行われた日本とキューバ

戦の出来事である。日本の山田選手が打った打球

は誰もがホームランと思ったに違いない。しかし、

審判団判定で２塁打と判定された。それは、フェ

ンス越し球場内で少年がグラブで捕ったという

ことだった。その後、ツイッター等で「少年が捕

らなかったらホームランだったのに」と少年は悪

者かの如く言われたようである。 

翌日 山田選手は、ボールをキャッチした少年が

うつろな表情で青ざめて落ち込んでいることを

自分のスマホで知った。「僕は全然気にしてない。

野球嫌いにならずグラブをもってまた応援に来

てほしい。これも何かの縁だし、将来、野球の選

手になってこんなことがあったネ！と懐かしい

話が一緒に出来るよう頑張って欲しい。僕も完璧

な本塁打が打てるよう頑張りたい」とコメント。

山田選手は、ヤクルトスワローズで日本初の２年

連続「トリプルスリー」を達成している選手であ

る。野球技術、体力はもちろんのこと、「心」も

超一流の選手だナァ－と感動した。 
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田中野田町内会 

http://townweb.e-okayamacity.jp/tanakanoda/ 

田中野田町内会長 
 

 

 


